
 

 

 

 

 

「在宅透析に注目」 

透析は、血液中にたまる毒素や水分を腎臓に変わって人工的に取り除く。在宅透析は、医療施設で受けるのと

同じ方法で血液を腕から体外に取り出して浄化する「在宅血液透析」のほか、腹部のカテーテルから機器で浄化

用の透析液を出し入れする「腹膜透析」も行われている。 

（中略） 

京都武田病院（下京区）の武田敏也理事長は「そもそも在宅でできることが患者に広く知られていない」。医

療機関の減収になることや、患者を訓練する専門スタッフの不足も一因ではないかという。 

在宅透析を上手に取り入れることができれば生活の質の向上につながる。通院の時間がかからず、予約制の施

設と比べて自分の都合を優先しやすい。腹膜透析は毛細血管に負担が掛かるため 8 年程度しか利用できないが、

就寝中に自動でできる機器もあり、仕事と両立しやすく、海外旅行も可能になる。 

武田理事長は「患者がそれぞれの生活スタイルに合わせて治療法を選択できることを知ってほしい」と話して

いる。 

 

2020 年 10 月 10 日京都新聞より一部抜粋 

在宅透析に関する記事が京都新聞に掲載されました 


